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2.1.12 据付関連事項

a 据付上の遵守事項（法規上）
a 空調機械室の換気装置に関して 〔冷凍保安規則〕

冷媒漏洩時の限界濃度が0.3kg/m3を超える恐れのある場合は，換気装置の設置が義務づけられています。
冷媒設備の全冷媒充填量(kg) ≦限界濃度(kg/m3)
冷媒設備を設置する最小の室内容量(m3)
詳細については825ページをご覧ください。

b 電気ヒータ取付に関して 〔火災予防条例〕
各条例を確認の上所定の手続をしてください。詳しくは，所轄の消防署にご相談ください。
電気ヒータは弊社の純正部品のご使用をお勧めします。
取扱先：三菱重工冷熱機材1

s 据付場所
a 十分強度のある場所に水平に据付けてください。
b 据付場所と騒音を考慮して据付けてください。
c サービススペースを取ってください。

（外形図をご覧ください）

d 吹出口変更方向
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g 防振設計用参考資料
a 耐震データ







注a 各形式ともAが標準タイプです。
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2.1.13 仕様変更受注範囲一覧

b 防振データ
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DPJ250
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項目�
圧縮機回転数�
(rpm)

送風機回転数�
(rpm)形式�

DPFJ20J
DPFJ28K
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DPCJ28K
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注a　送風機回転数は出荷時の値を示します。ダクト仕様で変更した場合�
　　　はその回転数によってください。�
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注a　L1(X1, X2), L2 (Y1, Y2)寸法は据付ボルトの位置を示します。�
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改修項目�

形式�

静
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関
係
風
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吹
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電
気
関
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そ
の
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 1 .�プ ー リ ・ ベ ル ト 交 換 �

 2 .�フ ァ ン モ ー タ 格 上 �

 3 .�ダ ク ト 用 送 風 装 置 �

 4 .�後 吸 込 仕 様 �

 5 .�吹 出 方 向 変 更 �

 6 .�異 電 圧 �

 7 .�進 相 コ ン デ ン サ 取 付 �

 8 .�　 ― △ 始 動 （ 送 風 機 ） �

 9 .�　 ― △ 始 動 （ 圧 縮 機 ） �

 10 .�標 準 遠 方 操 作 回 路 �

 11 .�補助連動・インターロック回路�

 12 .�電 気 ヒ ー タ 組 込 �

13 .�送 風 機 残 留 運 転 回 路 �

 14 .�加 湿 器 組 込 �

 15 .�温 水 ・ 蒸 気 ヒ ー タ 組 込 �

 16 .�配 管 方 向 変 更 �

 17 .�塗 装 色 変 更 �

 18 .�塩 害 対 策 �

 19 .�建 設 省 仕 様 �

 20 .�年 間 冷 房 仕 様 �
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注a この表は特殊仕様として標準機を部分改修する
際の受注範囲を示すもので記号は下記を表わし
ます。
○：受注可　　×：受注不可・改修出来ません。
－：改修不要・必要性のないものです。

s DPJ500の圧縮機はスターデルタ始動を採用して
います。

d DPJ600の／は，50Hz/60Hzを示します。
備考1. 改修については各地区の三菱重工販売1にご相

談ください。


